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本
研
究
会
で
は
、
第
２
次
大
戦
後
の
日
本
社
会
・
経
済
の
諸
側
面
に
焦
点
を
あ
て
て
、
と
く
に
「
日
本
の
高
度
成
長
」

を
、
あ
れ
こ
れ
と
調
査
し
て
い
ま
す
。

柳や
な
ぎ

沢さ
わ　

遊あ
そ
ぶ  

経
済
学
部　

教
授

　

高
度
成
長
期
に
は
、
都
市
部
に
も
工
場
が

林
立
し
、
商
店
街
の
賑
わ
い
が
遅
く
ま
で
続

き
、
路
地
裏
で
は
少
年
た
ち
が
金
の
か
か
ら

な
い
遊
び
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。
大
人
た
ち

も
、
映
画
館
や
百
貨
店
の
冷
房
が
楽
し
み
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
高
度
成
長
期
に
も
、
今

日
と
は
異
な
っ
た
「
生
活
困
難
」
が
あ
り
、

子
供
た
ち
の
争
い
も
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

電
車
に
は
行
列
を
な
し
て
傷
痍
軍
人
が
乗
り

込
み
、
そ
う
い
う
光
景
を
見
な
が
ら
人
々
は
、

戦
争
の
傷
跡
を
い
や
す
よ
う
に
働
き
続
け
ま

し
た
。

　

柳
沢
ゼ
ミ
で
は
、「
高
度
成
長
の
時
代
」
を

中
心
軸
と
し
て
、
三
田
祭
発
表
や
卒
業
論
文

執
筆
に
む
け
た
努
力
を
教
員
を
ふ
く
め
て
全

員
参
加
で
お
こ
な
い
ま
す
。
３
年
生
は
、
占

領
期
の
婦
人
雑
誌
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
営

業
活
動
、
米
穀
販
売
店
の
活
動
、
日
本
│
ソ

連
間
の
漁
業
交
渉
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
関

係
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
流
行
の
時
代
な
ど
、

実
に
渋
い
テ
ー
マ
を
選
択
し
て
、
こ
れ
を
三

田
祭
論
文
、
さ
ら
に
卒
業
論
文
に
仕
上
げ
て

い
こ
う
と
、
資
料
収
集
に
全
力
投
球
し
て
い

ま
す
。
資
料
収
集
の
現
場
は
、
図
書
館
地
下

４
階
、
国
会
図
書
館
、
お
店
で
の
聞
き
取
り
、

東
京
都
立
図
書
館
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
９

月
の
合
宿
の
際
に
各
自
の
研
究
成
果
が
持
ち

寄
ら
れ
、
他
大
学
の
学
生
を
ま
じ
え
た
白
熱

し
た
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
か
ら

学
生
運
動
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
況
な
ど
、
教

科
書
に
載
っ
て
い
な
い
諸
事
件
に
も
立
体
的

に
視
野
を
広
げ
、
ふ
つ
う
の
市
民
が
営
む
生

活
や
営
業
・
遊
び
の
断
片
か
ら
、「
戦
後
の

日
本
」「
高
度
成
長
の
時
代
」
を
多
面
的
に

問
い
な
お
す
の
で
す
。

　

テ
キ
ス
ト
輪
読
、
資
料
の
収
集
、
と
忙
し

い
ゼ
ミ
生
活
で
す
が
、
学
生
た
ち
は
、
そ
れ

を
半
分
楽
し
み
、
半
分
苦
し
み
も
が
い
て
ゼ

ミ
に
結
集
し
ま
す
。「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
作

品
」
が
仕
上
が
る
11
月
に
３
年
生
が
ひ
と
仕

事
を
終
え
た
充
実
感
に
ひ
た
り
、
卒
業
研
究

が
２
月
の
「
卒
業
論
文
報
告
会
」
に
結
実
し

て
、「
悔
い
の
な
い
柳
沢
ゼ
ミ
で
の
２
年
間
」

が
お
わ
る
の
で
す
。

　20年の伝統を持つ柳沢ゼミでは、高度経済成長期前後の日本の
経済・社会現象をはじめとした幅広いテーマを経済史という視点
から研究しています。1人1本の三田祭論文を仕上げ、懸賞論文
やハイド賞論文にも積極的に応募するなど、2年間を通じて論文
執筆に力を入れています。三田祭論文、卒業論文へ向けて、自分
の関心に沿った、個性的かつ斬新なテーマの掘り下げ方について、
先生やゼミ生同士でディスカッションを重ねながら研究活動を進
め、輪読力、文章執筆力、文献調査力を日々養っていきます。
　ゼミの人数は決して多くありませんが、先生は、思いやりとゼ
ミ生相互の生活理解を含めて、「人間くさい学問」をめざしており、
ゼミ内の雰囲気は、厳しさの中にも和やかさがあふれています。

経済史にハマる！

吉
よし

弘
ひろ

成
なり

文
ふみ

君　経済学部 3年

現代日本の原型を学ぶ現代史のゼミ─「半楽半苦」の青春
半教半学
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先
端
医
療
で
あ
る
移
植
医
療
と
小
児
看
護
を
テ
ー
マ
に
、
広
い
視
野
を
備
え
た
ナ
ー
ス
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。

添そ
え

田だ

英え

津つ

子こ  

看
護
医
療
学
部　

専
任
講
師

　

移
植
医
療
が
他
の
医
療
と
異
な
る
点
は
、

移
植
を
受
け
る
に
は
臓
器
提
供
者
か
ら
臓
器

を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
、
移
植
が
、
人
と
人
と
の

関
係
で
成
り
立
つ
と
い
う
感
情
的
な
医
療
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
病
気

に
苦
し
む
患
者
に
と
っ
て
、
移
植
を
受
け
る

か
受
け
な
い
か
と
い
う
決
断
は
、
自
ら
の

「
生い
の
ち命

」
を
考
え
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
人

と
人
と
の
「
き
ず
な
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
に
も
な
る
の
で
す
。
患
者
は
、
い
つ
訪
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
死
を
意
識
し
な
が
ら
、
孤

独
に
悩
み
ま
す
。

　

一
方
で
、
臓
器
提
供
者
と
そ
の
ご
家
族
が

い
ま
す
。
脳
死
ド
ナ
ー
の
ご
家
族
は
、
愛
す

る
人
の
突
然
の
死
に
直
面
し
な
が
ら
も
、「
誰

か
の
生
命
が
救
わ
れ
る
の
な
ら
…
…
」
と
い

う
ま
っ
た
く
の
善
意
に
よ
っ
て
臓
器
を
提
供

な
さ
い
ま
す
。
ま
た
、
生
体
移
植
で
は
、
健

康
な
方
が
、
ご
家
族
の
命
を
救
う
た
め
に
臓

器
を
提
供
さ
れ
る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
患
者
や
ご
家

族
は
、
自
分
を
守
る
た
め
の
多
く
の
バ
リ
ア

を
無
意
識
の
う
ち
に
ま
と
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
バ
リ
ア
を
１
枚
１
枚
は
が
し
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
看
護
者
の
大
事
な
役
割
で
す
。

優
し
い
言
葉
を
か
け
た
り
、
怒
っ
た
り
、
叱

っ
た
り
、
冗
談
を
言
っ
た
り
。
私
は
、
そ
う

い
う
関
わ
り
の
裏
づ
け
に
は
ソ
フ
ト
サ
イ
エ

ン
ス
が
あ
り
、
バ
リ
ア
が
は
が
れ
る
瞬
間
に

は
、
何
ら
か
の
か
ら
く
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
国
内
外

の
文
献
か
ら
学
び
、
目
の
前
の
現
象
を
可
視

化
し
て
い
く
の
が
こ
の
研
究
会
の
目
的
で
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
は
、
腎
臓
・
肝
臓
・

小
腸
の
臓
器
移
植
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
肝
移
植
は
、
１
９
９
５
年
当
時
、
一
般
・

消
化
器
外
科
の
北
島
政
樹
教
授
の
先
導
で
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
20
年
に
な
り
ま
す
。
腎

移
植
は
、
約
30
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
学

生
た
ち
は
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
勉
強
会
に

参
加
し
、
多
く
の
学
び
を
得
て
い
ま
す
。

　

医
学
の
進
歩
が
目
覚
ま
し
い
中
で
、
学
生

た
ち
に
は
、
患
者
を
き
め
細
か
に
看み

る
感
性

を
磨
き
、
患
者
の
良
き
見
張
り
役
と
な
れ
る

よ
う
な
奴※
ど

雁が
ん

の
視
点
を
持
っ
た
、
優
し
い
看

護
者
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　添田ゼミでは、主に移植医療をテーマに研究をしています。移
植医療では、手術を受ける時だけではなく、終わってからもずっ
と、医療従事者は患者さんとご家族に関わります。その関わりは
医療の域を超えて、患者さんとご家族の人生に大きな影響を及ぼ
します。そのため移植コーディネーターをはじめとする移植に携
わる者には、きめ細かに看

み

る力と先進的な知識・技術を有してい
ることが求められます。
　添田先生は、明るく素敵な人柄もさることながら、移植コーデ
ィネーターのエキスパートです。これからも勉学に励み、一人で
も多くの患者さんに温かく高度な看護を提供していけるようにな
りたいと考えています。

移植医療を通して看護の力を磨く　

栗
くり

原
はら

佑
ゆう

季
き

君　看護医療学部 4年

生
いのち

命ときずなの移植医療

ゼミナール・研究室紹介

※
雁
の
群
れ
の
中
で
、周
囲
の
状
況
を
冷
静
に
見
渡
す
見
張
り
役
。


